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要旨

本研究は夏目漱石の『こころ』を題材に、日本語の〈～だす〉〈～はじめる〉と中国語

の翻訳例を収集し、〈～だす〉〈～はじめる〉が翻訳されるとき、中国語とどんな対応関係

にあるかについて考察する。

〈～だす〉と〈～はじめる〉は両方とも開始のアスペクトを表すので、言い換えられる

場合が多い。〈～だす〉は〈～はじめる〉より〈突然〉と〈だしぬけに〉といった感じが

強いとよく言われる。今まで〈～だす〉と〈～はじめる〉に関する研究は、習得研究が多

かった。本研究は複合動詞の後項か、助動詞かという視点から、両者の違いを考える。ま

た、日中翻訳にどんな影響を与えるかを明らかにしていく。

日本語の文法は動詞と助動詞の一線を曖昧なままにしている (青山 2023)。以下、〈動詞

＋動詞〉の場合、前項動詞を V1、後項動詞を V2という。複合動詞は動詞として一単語で

ある。しかし、V2が助動詞である場合、〈V1＋V2〉は二単語と考えて、〈動詞 1＋助動詞 2〉

として辞書ではべつべつの単語と考えるべきである。日本語は膠着語であるので、動詞の

後ろにいくつかの助動詞を付けられる。〈食べていない〉は動詞〈食べて〉と助動詞〈い〉

と助動詞〈ない〉を組み合わせた三単語であるので、〈食べていない〉を一つのまとまっ

た動詞とは考えにくい。したがって、〈食べ始める〉の〈始める〉が助動詞である場合、

〈食べ始める〉は一単語の複合動詞ではなく、二単語である。しかし、今までの研究は

V2を助動詞と考える研究者は少ない。

本研究は〈動詞＋動詞〉を〈複合動詞〉と〈動詞＋助動詞〉の二種類に分ける視点から

〈～だす〉と〈～はじめる〉を分析する。〈～だす〉と〈～はじめる〉の分類基準を明ら

かするために、先行研究を踏まえて、まず複合動詞と助動詞の判断基準を提示し、小説『こ

ころ』の中に出てきた〈～だす〉〈～はじめる〉の日中翻訳の対応例を分析する。

その結果として、〈～出す〉〈～始める〉が〈複合動詞〉の後項か〈助動詞〉かが、中国

語の翻訳に影響を与える。〈複合動詞〉の場合、中国語の翻訳の V1と V2が日本語の場合

と同じく、同一目的語を共有する。〈助動詞〉の場合、中国語の翻訳は一単語ではなく、

V1と V2は同じ目的語をとっていない。〈～出す〉が〈開始〉の意味を表すとき、〈～始め

る〉と言い換えられ、助動詞である。また、〈V1＋V2〉と目的語の繋がりも中国語の翻訳

に現れる。〈複合動詞〉の後項か〈助動詞〉かを問わず、目的語との繋がりが強ければ、

一つのまとまりとして翻訳されやすい。目的語がない場合、対応する翻訳がなくなる場合

が多い。

キーワード：複合動詞 助動詞 対応関係
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